
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
天板及び両側板を備えて前後両側に開口したキャビネット本体を形成し、該キャビネット
本体の前側開口から引き出される引出し体を同両側板間で前後スライド自在に支持させ、
該引出し体の前後寸法を同両側板の前後寸法よりも長く形成して、同引出し体の後端部分
を同キャビネット本体の後側へ突出させ、該後端部分を囲い覆う前側に開口した補助箱体
を同キャビネット本体の後側に取着し、該補助箱体を室内壁に形成した開口部に入れ込み
納めてなるキャビネット。
【請求項２】
引出し体を上下複数段に配設し、該複数段の引出し体の後端部分をまとめて囲い覆う補助
箱体としたことを特徴とする請求項１記載のキャビネット。
【請求項３】
キャビネット本体を室内床上に設置したことを特徴とする請求項１又は２記載のキャビネ
ット。
【請求項４】
建物の躯体壁内に設けられるユニットルームの室内壁に開口部を形成し、該開口部から室
内壁外側へ突出させた補助箱体を同躯体壁より内側のスペース内に収容したことを特徴と
する請求項１～３のいずれか一つに記載のキャビネット。
【請求項５】
室内壁がユニットルームの壁コーナー部分でジョイナーを介して連結されており、該ジョ
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イナーを避ける位置に開口部を形成し、天板を両側板の間隔巾よりも横長に形成し、該両
側板間上に同天板を両側へ位置選択変更自在に取着して、該天板の片側端部を外側方へ突
出させ、該片側端部を側方の室内壁に近接させたことを特徴とする請求項４記載のキャビ
ネット。
【請求項６】
外側方へ突出された天板の片側端部の下方に形成される隙間を覆い隠すフィラーを、側板
の前端付近に取着したことを特徴とする請求項５記載のキャビネット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、キャビネット本体の前側開口から引き出される引出し体を有するキャビネット
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、図９に示す如く、キャビネット本体３の前側開口から引き出される引出し体４
を有するキャビネットＣは知られている。該キャビネットＣは天板１及び両側板２と背板
３２とを備えて前側に開口しており、該前側開口から引き出される引出し体４が、同両側
板２間で前後スライド自在に支持されて、上下二段に配設されている。又、キャビネット
Ｃは洗面室、脱衣室、洗濯室等を兼ねるサニタリールームの室内床８上に設置されており
、その際、背板３２が後方の室内壁６に近接される。このサニタリールームは建物の躯体
壁９内に設けられるユニットルームＲであり、基礎床３３上にアジャスター脚３４を介し
て支持されている。
【０００３】
この場合、脱衣や着替え或いはタオル等をキャビネットＣ内に外観良く収納保管すること
ができ、これにより、煩雑となりがちなサニタリールーム（ユニットルームＲ）内を整理
整頓することができる。その際、上下二段に配設される両引出し体４内に収納物を種類分
けして収納保管することができ、使い勝手は良好である。しかも、収納物は引出し体４内
に納められて該引出し体４を引き出すことで、容易に同収納物を出し入れすることができ
る。又、キャビネットＣの天板１上をカウンターとして活用することもでき、該天板１上
にいろんな小物を載置することができて便利である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の技術においては、引出し体４の収納容量を確保するために、キ
ャビネットＣの奥行寸法が長く形成されており、該キャビネットＣを設置するには大きな
スペースが必要となる。しかも、キャビネットＣの奥行寸法が長いということで、該キャ
ビネットＣを設置する場所や向きも限定されてしまう。それ故、狭いサニタリールーム（
ユニットルームＲ）内では、洗面台や洗濯機等との配置関係により設置困難になってしま
うという問題があった。又、引出し体４の収納容量を確保するのにキャビネットＣを高く
形成すると、該キャビネットＣの天板１の位置が高くなって、該天板１上をカウンターと
して活用し難くなるという問題もあった。
【０００５】
本発明は、上記従来の技術における問題を悉く解決するために発明されたもので、その課
題は、収納物を出し入れし易い状態で保管することができ、収納容量も確保され、しかも
、設けるのに室内で大きなスペースをとらず、その場所や向きにも制限を受け難くなって
、狭いユニットルーム内であっても容易に設けることができるキャビネットを提供するこ
とである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の請求項１記載のキャビネットは、天板及び両側板を備えて前後両側に開口したキ
ャビネット本体を形成し、該キャビネット本体の前側開口から引き出される引出し体を同
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両側板間で前後スライド自在に支持させ、該引出し体の前後寸法を同両側板の前後寸法よ
りも長く形成して、同引出し体の後端部分を同キャビネット本体の後側へ突出させ、該後
端部分を囲い覆う前側に開口した補助箱体を同キャビネット本体の後側に取着し、該補助
箱体を室内壁に形成した開口部に入れ込み納めてなる。
【０００７】
したがって、この場合、前後スライド自在に支持される引出し体に収納物を納めて、該収
納物をキャビネット本体内に収納保管することができる。その際、引出し体をキャビネッ
ト本体の前側開口から引き出した状態にして、収納物を容易に出し入れすることができる
。しかも、引出し体の前後寸法がキャビネット本体の両側板の前後寸法よりも長く形成さ
れていて、該引出し体の収納容量は確保されている。
【０００８】
更に、キャビネット本体の後側へ突出する引出し体の後端部分は補助箱体で囲み覆われ、
該補助箱体が室内壁に形成した開口部に入れ込み納められていて、同キャビネット本体は
室内で大きなスペースをとらず、これを設ける場所や向きにも制限を受け難い。そのため
、狭いユニットルーム内であっても容易に設けることができる。又、その際、引出し体の
後端部分が補助箱体で囲み覆われていることで、該引出し体内には虫や埃等が入り込み難
く、室内外間での気密性や断熱性等にも支障を来さない。
【０００９】
本発明の請求項２記載のキャビネットは、上記請求項１記載のキャビネットにおいて、引
出し体を上下複数段に配設し、該複数段の引出し体の後端部分をまとめて囲い覆う補助箱
体としたことを特徴とする。
【００１０】
したがって、この場合は特に、上下複数段に配設される各引出し体内に収納物を種類分け
して収納保管することができ、整理整頓し易くて使い勝手は良好である。しかも、複数段
の引出し体の後端部分が補助箱体でまとめて囲い覆われることで、該補助箱体は簡単な構
造でままでその取り付けも複雑化しない。
【００１１】
本発明の請求項３記載のキャビネットは、上記請求項１又は２記載のキャビネットにおい
て、キャビネット本体を室内床上に設置したことを特徴とする。
【００１２】
したがって、この場合は特に、キャビネット本体の荷重が室内床上で支持されて、該キャ
ビネット本体の室内壁に対する取付支持構造は簡略化され、容易に施工することができる
。しかも、キャビネット本体が上下に長く形成されて、収納容量を増大させることが可能
となる。
【００１３】
本発明の請求項４記載のキャビネットは、上記請求項１～３のいずれか一つに記載のキャ
ビネットにおいて、建物の躯体壁内に設けられるユニットルームの室内壁に開口部を形成
し、該開口部から室内壁外側へ突出させた補助箱体を同躯体壁より内側のスペース内に収
容したことを特徴とする。
【００１４】
したがって、この場合は特に、ユニットルームの室内壁に形成される開口部から室内壁外
側へ補助箱体が突出され、該補助箱体は躯体壁より内側のスペース内に収容されて屋外へ
突出せず、同躯体壁とユニットルームとの間のスペースが有効に活用される。
【００１５】
本発明の請求項５記載のキャビネットは、上記請求項４記載のキャビネットにおいて、室
内壁がユニットルームの壁コーナー部分でジョイナーを介して連結されており、該ジョイ
ナーを避ける位置に開口部を形成し、天板を両側板の間隔巾よりも横長に形成し、該両側
板間上に同天板を両側へ位置選択変更自在に取着して、該天板の片側端部を外側方へ突出
させ、該片側端部を側方の室内壁に近接させたことを特徴とする。
【００１６】
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したがって、この場合は特に、壁コーナー部分で室内壁を連結するジョイナーを避けて、
支障なく上記の開口部が形成されている。その際、開口部は側方の室内壁から距離をおい
て形成されることになるが、横長に形成される天板をその片側端部を外側方へ突出させて
両側板間上に取着し、該天板の片側端部を同側方の室内壁に近接させることで、該側方の
室内壁と同天板との間に隙間を生じないよう組立施工することができる。しかも、ここで
は、天板が両側板間上に両側へ位置選択変更自在に取着されるもので、該天板の取着位置
を反対側に選択変更することによって、同天板の片側端部は反対外側方へ突出した形態と
なり、施工現場に応じて、組立形態の左右勝手変更を簡単に行うことができる。
【００１７】
本発明の請求項６記載のキャビネットは、上記請求項５記載のキャビネットにおいて、外
側方へ突出された天板の片側端部の下方に形成される隙間を覆い隠すフィラーを、側板の
前端付近に取着したことを特徴とする。
【００１８】
したがって、この場合は特に、上記の外側方へ突出された天板の片側端部の下方に形成さ
れる隙間が、側板の前端付近に取着したフィラーで覆い隠されて、施工仕上がり外観は良
好となる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
図１～８は、本発明の請求項１～６全てに対応する一実施形態を示し、該実施形態のキャ
ビネットにおいては、天板１及び両側板２を備えて前後両側に開口したキャビネット本体
３を形成している。又、キャビネット本体３の前側開口から引き出される引出し体４を両
側板２間で前後スライド自在に支持させ、該引出し体４の前後寸法を同両側板２の前後寸
法よりも長く形成している。そして、引出し体４の後端部分をキャビネット本体３の後側
へ突出させ、該後端部分を囲い覆う前側に開口した補助箱体５を同キャビネット本体３の
後側に取着して、該補助箱体５を室内壁６に形成した開口部７に入れ込み納めている。
【００２０】
更に、該実施形態のキャビネットにおいては、引出し体４を上下複数段に配設すると共に
、該複数段の引出し体４の後端部分をまとめて囲い覆う補助箱体５としており、キャビネ
ット本体３を室内床８上に設置してもいる。又、建物の躯体壁９内に設けられるユニット
ルームＲの室内壁６に開口部７を形成し、該開口部７から室内壁６外側へ突出させた補助
箱体５を同躯体壁９より内側のスペースＳ内に収容している。
【００２１】
この場合、室内壁６がユニットルームＲの壁コーナー部分でジョイナー１０を介して連結
されており、該ジョイナー１０を避ける位置に前記開口部７を形成している。ここにおい
て、天板１を両側板２の間隔巾よりも横長に形成し、該両側板２間上に同天板１を両側へ
位置選択変更自在に取着している。これにより、天板１の片側端部１１を外側方へ突出さ
せ、該片側端部１１を側方の室内壁６に近接させている。しかも、外側方へ突出された前
記天板１の片側端部１１の下方に形成される隙間を覆い隠すフィラー１２を、側板２の前
端付近に取着している。
【００２２】
図７、８に示す如く、ユニットルームＲは、その室内床８上に前記キャビネット本体３の
他、洗面台１３や洗濯機等も設置され、洗面室、脱衣室、洗濯室等を兼ねたサニタリール
ームとなっている。ユニットルームＲには出入り開口部１４が形成されると共に、浴室と
の間を仕切る浴室ドア１５用の開口も形成されている。すなわち、浴室ドア１５を備えた
バスルームユニットＲＢがユニットルームＲに隣接されており、該バスルームユニットＲ
ＢとユニットルームＲとは並設結合されて一体化される。ユニットルームＲ及びバスルー
ムユニットＲＢは、いずれも建物の躯体壁９内に現場で組立施工されて設けられるもので
あり、その際、基礎床上にアジャスター脚等を介して支持され、両室の周囲には各々室内
壁６が立設される。又、ユニットルームＲやバスルームユニットＲＢと躯体壁９との間に
は、スペースＳが存在することになる。
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【００２３】
図１～６に示す如く、キャビネット本体３は前後両側に開口しており、天板１及び両側板
２と、該両側板２間に架設されて両者を連結する以下の部材とで形成されている。すなわ
ち、両側板２間の前側で上下方向に間隔をあけて並設される四本の幕板桟１６と、同後側
で上下に配設される後上桟１７及び後下桟１８と、該後下桟１８の上側に近接して同両側
板２間の前後にわたる底板１９とを、キャビネット本体３が備え、これ等の部材及び両側
板２は、木材、合成樹脂、ステンレス等の金属で形成されている。
【００２４】
補助箱体５は合成樹脂或いはステンレス等の金属でなり、薄板状で前側に開口した縦長箱
型に形成されている。補助箱体５の開口上下縁には外方へ折曲したフランジ片部２０が形
成され、同開口両側縁には前方へ延出した突出片部２１が形成されている。そして、上下
のフランジ片部２０が前記後上桟１７及び後下桟１８の各々にネジ固定され、両側の突出
片部２１が前記両側板２の後端に形成された凹溝２２に挿入嵌合されることで、補助箱体
５はその周囲に隙間が生じないよう気密性を確保した状態で、前記キャビネット本体３の
後側に取着される。
【００２５】
又、図６に示す如く、前記キャビネット本体３の両側板２の上端には、各前後に計四つの
凸起２３が配設形成されており、天板１の下面に配設形成された凹穴２４を同各凸起２３
に嵌合させることで、該天板１は同両側板２間上に取着される。天板１はメラミン樹脂等
の合成樹脂で一体に形成されたもので、その下面にはキャビネット本体３の四つの凸起２
３に対応する配置パターンが両側方向にずれて存在する二つの配置パターンで、計八つの
前記凹穴２４が配設形成されている。この場合、天板１は両側板２の間隔巾よりも横長に
形成され、そのため、該両側板２間上に同天板１を両側へ位置選択変更自在に取着するこ
とができ、これにより、同天板１の片側端部１１を外側方へ突出させることもできる。
【００２６】
又、図１～５に示す如く、前記キャビネット本体３には引出し体４が上下四段に配設され
ており、各引出し体４は略同寸で上下略均等に配置されている。各引出し体４は両側板２
間で前後スライド自在に支持されており、ここでは、同両側板２と各引出し体４との間に
スライドレール２５が介設され、該スライドレール２５のスライド係合により支持されて
いる。その際、引出し体４の後端付近の上縁に突設されたストッパーピン２６が、側板２
の前側内面に突設されたピンスクリュー２７に当止することで、同引出し体４の不用意な
抜け外れは防止される。なお、引出し体４の前端部分にはキャビネット本体３の前側開口
を開閉する前面板２８が一体化されており、該前面板２８の表面に突設された引手２９を
持って同引出し体４を出し入れすることができる。
【００２７】
そして、前記補助箱体５を室内壁６に形成した開口部７に入れ込み納めて、キャビネット
本体３が室内床８上に設置支持される。その際、キャビネット本体３は室内壁６に対して
も取着支持されるもので、この場合、該室内壁６の開口部７の周縁上下に、同キャビネッ
ト本体３の上下の後上桟１７及び後下桟１８を、各々ネジ固定している。又、図３、４に
示す如く、室内壁６はユニットルームＲの壁コーナー部分でジョイナー１０を介して連結
されているが、該ジョイナー１０を避ける位置に前記開口部７は支障なく形成されている
。
【００２８】
又、図５に示す如く、側板２の前端付近の外側面には、上下方向に複数配設されるＬ型金
具３０で、同側板２の上下にわたるフィラー１２が取着されている。そして、天板１の外
側方へ突出した片側端部１１を側方の室内壁６に近接させると、フィラー１２の側端も同
室内壁６に近接される。しかも、フィラー１２の側端が側方の室内壁６に近接する部位の
手前側には、シリコン等のコーキング材３１が施されている。そのため、前記天板１の片
側端部１１の下方に形成される隙間は、フィラー１２によって体裁良く気密性を確保した
状態で覆い隠される。
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【００２９】
したがって、該実施形態のキャビネットにおいては、前後スライド自在に支持される引出
し体４に脱衣や着替え或いはタオル等の収納物を納めて、該収納物をキャビネット本体３
内に外観良く収納保管することができ、これにより、煩雑となりがちなユニットルームＲ
内を整理整頓することができる。その際、引出し体４をキャビネット本体３の前側開口か
ら引き出した状態にして、収納物を容易に出し入れすることができる。しかも、引出し体
４の前後寸法がキャビネット本体３の両側板２の前後寸法よりも長く形成されていて、該
引出し体４の収納容量は確保されている。
【００３０】
更に、キャビネット本体３の後側へ突出する引出し体４の後端部分は補助箱体５で囲み覆
われ、該補助箱体５が室内壁６に形成した開口部７に入れ込み納められていて、同キャビ
ネット本体３は室内で大きなスペースをとらず、これを設ける場所や向きにも制限を受け
難い。すなわち、図８に示す如く、キャビネット本体８は前後薄型に形成されて、側方の
室内壁６に浴室ドア１５が存在する施工現場であっても、該浴室ドア１５を避け同室内壁
６の壁コーナー部分に沿わせて、同キャビネット本体８を設置することができる。
【００３１】
そのため、サニタリールーム等の狭いユニットルームＲ内であっても、前記浴室ドア１５
や出入り開口部１４、或いは、洗面台１３や洗濯機等の配置関係にそれ程影響されること
なく容易に設けることができる。又、その際、引出し体４の後端部分が補助箱体５で囲み
覆われていることで、該引出し体４内にはユニットルームＲ外側のスペースＳ（室内壁６
の裏側）から虫や埃等が入り込み難く、湿気の出入りも抑制されて、室内外間での気密性
や断熱性等にも支障を来さない。
【００３２】
又、該実施形態のキャビネットにおいては、上下複数段に配設される各引出し体４内に収
納物を種類分けして収納保管することができ、整理整頓し易くて使い勝手は良好である。
この場合、各引出し体４の深さ寸法は略均一であるが、収納物を保管すると共に出し入れ
し易い寸法に設定されている。しかも、複数段の引出し体４の後端部分が補助箱体５でま
とめて囲い覆われることで、該補助箱体５は簡単な構造でままでその取り付けも複雑化し
ない。又、キャビネット本体３の荷重が室内床８上で支持されて、該キャビネット本体３
の室内壁６に対する取付支持構造は簡略化され、容易に施工することができる。
【００３３】
しかも、キャビネット本体３が上下に長く形成され、奥行寸法の長い引出し体４が上下複
数段に配設されて、収納容量は増大されている。又、キャビネット本体３の天板１上をカ
ウンターとして活用することもでき、該天板１上にいろんな小物を載置することができて
便利であり、この場合、キャビネット本体３の高さ寸法は１～１．５　ｍの範囲に設定さ
れる。又、キャビネット本体３の底板１９より下側では室内壁６に開口部７が形成されて
おらず、該室内壁６と両側板２とで囲まれて前側に開放された開口スペースを形成してお
り、該開口スペース内には体重計や清掃道具等の小物を収容することができて便利である
。
【００３４】
又、該実施形態のキャビネットにおいては、ユニットルームＲの室内壁６に形成される開
口部７から同室内壁６外側へ補助箱体５が突出され、該補助箱体５は躯体壁９より内側の
スペースＳ内に収容されて屋外へ突出しておらず、同躯体壁９とユニットルームＲとの間
のスペースＳが有効に活用されている。又、この場合、壁コーナー部分で室内壁６を連結
するジョイナー１０を避けて、支障なく開口部７が形成されている。その際、開口部７は
側方の室内壁６から若干距離をおいて形成されることになるが、横長に形成される天板１
をその片側端部１１を外側方へ突出させて両側板２間上に取着し、該天板１の片側端部１
１を同側方の室内壁６に近接させることで、該側方の室内壁６と同天板１との間に隙間を
生じないよう組立施工することができる。
【００３５】
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又、ここでは、天板１が両側板２間上に両側へ位置選択変更自在に取着されるもので、該
天板１の取着位置を反対側に選択変更することによって、同天板１の片側端部１１は反対
外側方へ突出した形態となる。そのため、浴室ドア１５、出入り開口部１４、洗面台１３
、洗濯機等の配置関係の異なる各施工現場に対応して、天板１の組立形態の左右勝手変更
を簡単に行うことができる。しかも、外側方へ突出された天板１の片側端部１１の下方に
形成される隙間は、側板２の前端付近に取着したフィラー１２で覆い隠されるので、施工
仕上がり外観が良好となる。
【００３６】
【発明の効果】
上述の如く、本発明の請求項１記載のキャビネットにおいては、収納物を引出し体に納め
て出し入れし易い状態で収納保管することができ、同引出し体は前後に長く形成されてい
て収納容量も確保される。しかも、キャビネット本体は室内で大きなスペースをとらず、
これを設ける場所や向きにも制限を受け難くて、狭いユニットルーム内であっても容易に
設けることができる。又、引出し体の後端部分が補助箱体で囲み覆われていることで、該
引出し体内には虫や埃等が入り込み難く、室内外間での気密性や断熱性等にも支障を来さ
ない。
【００３７】
又、本発明の請求項２記載のキャビネットにおいては、特に、各引出し体内に収納物を種
類分けして収納保管することができ、整理整頓し易くて使い勝手は良好である。しかも、
複数段の引出し体の後端部分が補助箱体でまとめて囲い覆われることで、該補助箱体は簡
単な構造でままでその取り付けも複雑化しない。
【００３８】
又、本発明の請求項３記載のキャビネットにおいては、特に、キャビネット本体の荷重が
室内床上で支持されて、該キャビネット本体の室内壁に対する取付支持構造は簡略化され
、容易に施工することができる。しかも、キャビネット本体が上下に長く形成されて、収
納容量を増大させることが可能となる。
【００３９】
又、本発明の請求項４記載のキャビネットにおいては、特に、ユニットルームの室内壁に
形成される開口部から室内壁外側へ補助箱体が突出され、該補助箱体は躯体壁より内側の
スペース内に収容されて屋外へ突出せず、同躯体壁とユニットルームとの間のスペースが
有効に活用される。
【００４０】
又、本発明の請求項５記載のキャビネットにおいては、特に、壁コーナー部分でジョイナ
ーを避けて支障なく上記の開口部が形成される。ここで、側方の室内壁と天板との間に隙
間を生じないよう組立施工することができ、その際、施工現場に応じ組立形態の左右勝手
変更を簡単に行うこともできる。
【００４１】
又、本発明の請求項６記載のキャビネットにおいては、特に、上記の外側方へ突出された
天板の片側端部の下方に形成される隙間が、側板の前端付近に取着したフィラーで覆い隠
されて、施工仕上がり外観は良好となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態であるキャビネットを示す部分的に断面した側面図。
【図２】同キャビネットを示す正面図。
【図３】同キャビネットを示す部分的に断面した平面図。
【図４】同キャビネットの後側要部を示す横断面図。
【図５】同キャビネットの前側要部を示す横断面図。
【図６】図キャビネットの上側要部を示す分解斜視図。
【図７】同キャビネットが施工されたユニットルーム全体を示す横断面図。
【図８】同キャビネットを示す外観斜視図。
【図９】従来例であるキャビネットを示す縦断面図。
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【符号の説明】
１　天板
２　側板
３　キャビネット本体
４　引出し体
５　補助箱体
６　室内壁
７　開口部
８　室内床
９　躯体壁
１０　ジョイナー
１１　片側端部
１２　フィラー
Ｒ　ユニットルーム
Ｓ　スペース
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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